
1

全天型プラネタリウム用
4Kデジタルシネマの

クラウド上でのレンダリング

有限会社ライブ
「HAYABUSA 〜BACK TO THE EARTH〜」

プロジェクト・マネージャー 下山田 和弘

本日の内容

ライブのご紹介
HAYABUSA ～BACK TO THE EARTH～のご紹介

実際に利用した環境
IBM CoDを利用してみて
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コマーシャルコマーシャル ゲームムービーゲームムービー

テクニカルCGテクニカルCG

プログラム開発プログラム開発科学・医学科学・医学

リアルタイムCGリアルタイムCG
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「祈り」
©2007 Japan Aerospace Exploration Agency

実際に利用した環境
• 4Kシネマ＝4096ピクセル×4096ピクセル（フルHDTVの8倍の品質のシネマ）

• 1秒あたり30枚の画像、43分間で77,400枚の画像

• 1枚の画像に複数のレイヤー

• このレイヤーの描画にIBM CoDを活用

IBM CoD サービス

with IBM CoD + Windows CCS + Aspera!!
レンダリング･ファーム

マスター・ノード

ストレージ

監視 管理
モニタ
リング

セキュ
リティ

ヘルプ
デスク

V-Ray用
ライセンス

ライブ社内

インターネット

Ⓒ「はやぶさ」大型映像制作委員会
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SD：720 x 486

11

HD：1920 x 1080

5.95.9

FD：4096 x 4096

47.947.9

FD：4096 x 4096

HD：1920 x 1080

SD：720 x 486

47.9
(37.6)
47.9

(37.6)11 5.95.9
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43分
（30f×60秒×43分）

↓
77400f

1分×77400f=1290h
↓

約54日間
サーバーをフル稼働
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IBM CoDを利用してみて

Ⓒ「はやぶさ」大型映像制作委員会

Ⓒ「はやぶさ」大型映像制作委員会

•パソコン1台で平均1分、
最大で30分かかっていた
1レイヤーあたりの処理が、
平均約4秒で処理可能に。

• 描画処理のための環境を独立し
て構築したことで、他の作業と
並行して進めることができ、作
業効率をさらに向上させました。
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